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論文の内容の要旨
(目的)
本論文では、言語や社会的認知などに密難を持つ自閉症スペクトラム障害児(以下、 ASD児)を対象に、
言語や認知の基礎にあるとされる「刺激間関係の学習(条件性弁別および、刺激等価性の成立)Jを、効果的
あるいは効率的に形成するための手続き的な検討を行うことが白的とされた。特に、弁別行動を詳細に分析
する概念である刺激性制御トポグラフイー(以下、 SCT)を理論化した SCTコヒーレンス理論 (McIlvane& 
Dube，2003)の観点から、指導目標となる「刺激間関係の学習jを促進するための方向性として、「課題達
成に関連する SCTの生起・強化機会の促進jおよび「課題達成に関連しない SCTの生起・強化機会の低減J
に関して検討を行った。具体的な手続きとしては、 ASD児および他の発達障害児において、従来から用い
られることが多い「条件性アプローチ(見本合わせ)Jと、これまで検討されることがほとんどなかった「近
接性アプローチJの2つが用いられた。「近接性アプローチJとは、時間的・空間的に近接した 2つの刺激
を観察することにより刺激間関係を学習するアプローチであり、その課題構造から「課題達成に関連しない
SCTの生起・強化機会」がより少ないアプローチであると仮定された。
(研究 1)
研究 1-1、1・2、1-3において、「条件性弁別アプローチJにおいて f課題達成に関連する SCTの生起・強
化機会を促進するjという観点から、見本合わせ課題においてチャンスレベルの正反応率が維持されていた
ASD児2名を対象に、正しい見本合わせ反応に必要であるとされる、「見本刺激の継時弁別Jと「比較刺激
の同時弁別jの構成要素(コンポーネント)を促進する、「コンポーネント訓練jの効果の応用について検
討がなされた。その結果、「向一見本合わせよ「ドット→数字の見本合わせJ、「音声単語→文字の構成反応
見本合わせjといった、これまで適用されたことのない指導領域や課題構造においても、 fコンポーネント
訓練jの効果が示された。しかしながら、研究 1-1および研究 1-3では、「コンポーネント訓練jにより、訓
練した刺激セットについては高いま反応率で見本合わせが促されたものの、般化が期待される未訓練の刺激
セットにおいては正反応率が低いという結果が得られた。つまり、「般性的な」見本合わせの成立を実験お
よび教育の標的とした場合、「コンポーネント訓練jは、高いSCTコヒーレンスを達成する上で十分な訓練
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ではない可能性が示唆された。
(研究2)
「条件性弁別アプローチJにおいて「課題達成に関連しない SCTの生起・強化機会を低減するJという観
点から、同一見本合わせ課題で中程度の正反応率が維持されていた ASD児l名を対象に、「遅延見本刺激呈
示手続き」の効果が検討された。また、 SCTのアセスメントを併用することにより、中程度の正反応率の維
持と、それに対する遅延見本刺激呈示手続きの効果が、 SCTの観点から分析されたc その結果、先行研究と
開様に、遅延見本刺激呈示手続きは、中程度の正反応率の維持に対して効果的であることが示された。また、
SCTのアセスメント結果から、中程度の正反応率の維持は、「課題達成に関連する SCTJと「課題達成に関
連しない SCTJが両方生起している状態であることが確認された。遅延見本刺激呈示手続きによる促進効果
は、標準的な見本合わせ諜題を実施する条件に戻すと維持されなかった。しかし、 SCTのアセスメント結果
からは、標準的な見本合わせ課題を実施する条件に戻しても、「課題達成に関連する SCTJの持続時間の増
加がみられた。これらの結果から、「課題達成に関連しないSCTの生起・強化機会を低減するJアプローチ
の有効性がSCTのレベルにおいて示された。
以上の結果から、「条件性弁別アプローチJにおいて高いSCTコヒーレンスを達成するためには、「課題
達成に関連する SCTの生起・強化機会を促すことjと「課題達成に関連しないSCTの生起・強化機会を低
減することJの2つが必要であることが示唆された。しかし、「課題達成に関連しないSCTが生起し強化さ
れるjという問題は、獲得期の見本合わせ課題において、課題構造上避けることが難しい問題であり、 SCT
の観点から、異なる課題構造による刺激間関係の学翠アプローチを検討する意義が示唆された。
(研究 3)
研究 3-1、3-2、3-3において、「近接性アプローチjとして、刺激対呈示課題の手続きおよび効果が、定型
発達成人においてまず予備的に検討され、その後、 ASD児2名の応用的な刺激関関係の学習における適用
が検討された。その結果、両名で、刺激対呈示課題による刺激間関係の学習が成立し、 ASD児の指導アプロー
チとして、「近接性アプローチJの応用可能性が示された。また、「近接性アプローチ」による学習を促進す
る要因として、ある刺激セットで、の刺激対呈示課題による学習成立の「履歴Jが、その後の刺激対呈示課題
による学習を促進する「学習セットjの成立が、両名において観察された。
(研究4)
研究4・1と4・2において、新しい指導アプローチである「近接性アプローチjが、従来の指導アプローチ
である「条件性弁別アプローチjに対してどのような位置づけを持つのかを検討するため、これまで検討さ
れたことのない定型発達幼児 19名と ASD児3名において、 2つのアプローチが比較検討された。その結果、
定型発達幼児においては、条件性弁別アプローチである「見本合わせ課題」において、より刺激間関係の学
習が成立しやすい参加児が多かった。しかし、「刺激対呈示課題jで、のみ刺激間関係の学習が成立する参加
児も少数ながら存在した。一方、 ASD児においては、 1名で「刺激対1E_示課題jでのみ刺激間関係の学習が
成立する傾向がみ与れ、他の 2名では両手続きにおいて明確な学習傾向がみられなかった(刺激セット内の
比較においては、 l名は「刺激対呈示課題Jのみ、もう I名は「見本合わせ課題Jのみで、刺激間関係の学習
が成立する傾向がみられた)0i刺激対呈示課題jのみで、刺激間関係の学習が成立した対象が、定型発達幼児
やASD児に存在したことから、「近接性アプローチjは「条件性アプローチjの代替手段として、より効果
的であるケースが存在することが確認された。しかしながち、刺激対呈示課題による学習成立の有無につい
ては「ぱらつきjが多く、「刺激対呈示課題jのみが有効であったケースでは、刺激間関係の学習が不十分
であるケースが、定型発達児と ASD児両方において観察された。これらの結果は、「近接性アプローチjに
おいて、 SCTコヒーレンスが「低い~中程度jの状態であると考えられた。従って、「近接性アプローチJ
においで、「課題達成に関連する SCTJを形成すでるために有効な要因について検討することの必要性が示唆
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された。
(研究 5)
研究3および研究4の結果をふまえ、「近接性アプローチjにおいて「課題達成に関連する SCTJの形成
を促進するための要因として、「刺激間関係のタイプ(モード)Jと「刺激対呈示諜題による学習成立の履歴J
の2つについて検討を行った。その結果、「刺激間関係のモードJの要因として、視覚刺激-視覚刺激問よ
りも視覚刺激一音声刺激関の科激対呈示課題において、刺激間関係の学習はより成立しやすい傾向が、 2名
のASD児において観察された。また、「刺激対呈示課題による学習成立の履歴jの要因としては、視覚刺激
-音声刺激問の刺激間関係における刺激対呈示課題による学習成立の「履歴Jが、視覚刺激一視覚刺激問の
刺激関関係における刺激対呈示課題による学習を促進するかについて、 ASD児1名において検討を行った。
その結果、視覚刺激ー音声刺激間における学習成立の「履歴Jを経ることにより、以前は学習が成立しなかっ
た視覚刺激-視覚科激簡の刺激間関係においても、刺激対呈示課題による学習が一部成立したが、視覚刺激
一視覚刺激間で、は学習が生じず、視覚刺激-音声刺激間でのみ学習が成立するケースも複数みられた。以上
まとめると、「近接性アプローチJにおいて「課題達成に関連する SCTJの形成を促進する要因として、本
研究から「刺激間関係のモードjが作用する可能性についての示唆を得た。また、「履歴jの要因も刺激対
呈示課題による学習を促進する可能性が示唆された一方、同一モードにおける履歴の効果に比べて、異なる
モードにおける履歴の効果は明確ではない可能性も示唆された。
(総合考察)
本研究の結果、 ASD児の刺激間関係の学習において、「条件性弁別アプローチjと「近接性アプローチj
の両方の有効性が示された or条件性弁別アプローチ」においては、「課題達成に関連する SCTの生起・強
化機会の促進Jと「課題達成に関連しないSCTの生起・強化機会の低減Jの2つのアプローチの重要性が
示唆された。「近接性アプローチ(刺激対呈示課題)Jにおいては、 ASD児の刺激間関係の学習においても
有効であること、条件性弁別アプローチよりも有効であるケースがあること、近接性アプローチによる学習
を促進する要因として「刺激間関係のモードJゃ「同一モードにおける学習履歴jの可能性が示唆された。
今後の課題としては、より精綴な SCTのアセスメント法の開発およびそれに基づく促進手続きの整理、「近
接性アプローチ」による学習の促進要器についてのさらなる検討、「近接性アプローチJによる学習を考慮
に入れた、より包括的な言語獲得モデルの作成およびそれに基づく支援の方向付け、などが考えられた口
審査の結果の要旨
自閉症スペクトラム穣害児(以下、 ASD児)においては、特に知的障害を併せ有する事例では認知的偏
りが大きく、通常の指導手続では全般的知的水準から予測される学習が十分なされないことが多い。本研究
では、言語発達等さまざまな学習の基礎的要素である刺激間関係の学習(条件性弁別と刺激等価性の成立)
に焦点を当て、一般的な指導手続で十分な学習がなされなかった ASD児を対象に、新たな指導手続の効果
を単一事例研究j去を用いて事例的に検討がなされた。新たな指導手続に関して著者は、従来より ASD等の
発達障害児に適用されている応用行動分析学の「刺激等価性jの他、これまで発達障害児の指導手続として
ほとんど注目されてこなかった「刺激性制御トポグラフィー (SCT)J及び iSCTコヒーレンス理論」とい
う新しい観点を導入したところに本研究の独自性があり、指導手続の基礎となるさらなる理論構築につなが
るる可能性があるものとして高く評価できる。これらの観点を導入することによって、 F課題達成に関連す
るSCTの生起・強化機会の促進jと「課題達成に関連しないSCTの生起・強化機会の低減Jの2つの側面
から、対象児の学習困難をもたらしている手続き上の要素を検討することが可能となった。また具体的な指
導手続としても、従来から用いられてきた「条件性アプローチ(見本合わせ)Jの他に、従来ほとんど検討
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されてこなかった「近接性アプローチjを導入し、 f課題達成に関連しないSCTの生起・強化機会が少なLリ
という手続上の特性を利用した効果を検討した。対象となった事例においては、それぞれ追加的手続による
一定の学習促進効果が明らかにされた。本研究の大半は事例研究によるものであり、 ASD児全般に本知見
が妥当なものかどうか、あるいは他の発達障害児と比較して特に効果的なものかどうかについては十分では
ないものの、学習困難を解決する新たな指導手続の開発につながる貴重な知見をもたらしているものと言え
る。
以上のことから、本論文は自閉症スペクトラム障害児の指導法における新しい実際的知見を提示しており、
博士の学位にふさわしい論文であると評価できる。
平成 24年 1月6日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項、について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(障害科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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